























が 2015 年 3 月に公開した「大学，短期大学及び
高等専門学校における障害のある学生の修学支援
に関する実態調査分析報告」 1 ）があり，支援障害











































































































































































































































































Figure 4 ：自閉症スペクトラム障害の特性と支援内容（ 1 ) 
実技科呂はできるようになるまでに務関がかかります。
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ミ士￥〈勺Fごみるか
時験実務内務口鶴する＝惨事懇収書家
支聾主ま
》アセスメント結果を学生と共宥する
》モデJむを示し、練習の機会を与える
》構習の機会弘再霊式験の機会を多く与える
Figure 5 ：自閉症スペクトラム障害の特性と支援内容（2)
9 
として自覚し大学に依頼するというスタイルを
取りにくい傾向がある。そのため，彼らの困り感
を支援要請，適切な支援方法に敷きなおしていく
プロセスが合理的配慮の決定には必要である。
図 4 は，同じ授業科目の単位を落としてしまい
留年した学生支援事例である。
学生は「まじめに授業を受けているのですが，
途中で先生の話に引っかかり，過去の記憶をた
どっているうちに，授業が進んで、しまいます。ど
うしても言葉の定義に引っかかってしまうので，
集中が途切れてしまいます」と語った。これは，
自閉症スペクトラム障害の特性によるものである
10 
と予想されたため，認知特性に関するアセスメン
トを行い，その結果を受けて，本人と有効な対策
を練ることになった。しかしながら，本人の努力
や心がけだけではうまくいかないため，授業担当
教員を含めての支援会議を聞き，有効な支援につ
いて意見交換を行った。その際，支援者の専門的
な見地から考えられる配慮事例を提案し，ここで
は IC レコーダーで録音し，それを聞きながら復
習をするという案が暫定的に出された。支援方法
が当該学生にとって有益であるか検証を経て，当
該学生に対する合理的配慮は，① IC レコーダー
の持ち込み，②許可された配慮が適切に実行され
るための支援であるという結果となった。
図 5 は実験・実習等の実技科目で失敗すること
が多く，単位を落としてしまったという学生の
ケースである。学生はまじめに取り組むが，器具
を破損したり，手順を間違えてしまったりする
ことがあった。学生は，「実技科目はできるよう
になるまで時聞がかかります。小さい時から不器
用で，注意されることが多かったです。でも，良
いモデルを観察させてもらったり，何度も挑戦さ
せてもらったりするとうまくいくこともありまし
た。大学でも練習する時聞がほしいです」と語っ
た。このケースでは，本人の困り感が障害特性に
よるものであると判断し，アセスメントを行い，
「再チャレンジの機会を多く与える」という配慮
が実行された。
6. おわりに
発達障害学生が障害特性による不利益がないよ
うな教育環境を，どのようなプロセスで作り上げ
ていくかが大きな課題である。筆者は，支援者と
本人との対話の中から本人が納得するより良い状
況を一緒に探し出していくというプロセスが非常
に重要であると考えている。支援者は，学生が自
覚しにくい自分自身の困難さと支援ニーズを，試
行錯誤を操り返す中で自己認識していくことその
ものを支援するという役割がある。教育保障に関
わる合理的配慮は，本人の意思の表明が重要なポ
イントであることは先にも述べたが，本人の意思
の表明が，支援者の誘導や説得による半ば強制的
に決断を迫るものであってはならない。「本人の
意志決定を支える」という支援の在り方について，
慎重に検討していく必要がある。
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